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MILK  編集部員募集中！
知識情報・図書館学類生であれば誰でも歓迎します。
私たちと一緒に学類誌「MILK」を作ってみませんか？

ミーティングは毎週1回
興味がある方はぜひTwitterのDMまで！

                     HP :  https://milk.klis.tsukuba.ac.jp/
                     Twitter : @KLISMILK

必見！メディアミュージ
アム

Let’s Enjoy The Radi
o!!!

ゲーム　しませんか？

児童文学あれこれ

帰ってきた雙峰祭！
表紙：田中　撮影：小松　協力：図書館情報学図書館





メディアミュージアムの歴史と魅力
History and Charm of Media Museum
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▲第２部「知識情報と図書館の学び舎」 ▲図情図書館所蔵資料  パピルスと甲骨文 ( 複製 )

▲企画展示の一部と電子展示の紹介

▲電子展示  展示資料紹介のサイト

②ユニオン講堂の設立と
メディアミュージアムの誕生

①図書館情報大学附属図書館
の開館と展示の始まり 1981 年

2001 年

2011 年

2014 年

2022 年

　1980 年の図書館情報大学開学をきっか
けとして、1981 年に現在の図情図書館の
前身である「図書館情報大学附属図書館」
が開館した。その際に、現在の図情図書館
2 階の吹き抜けの空きスペースを使って、
小規模な展示を行った。この展示がメディ
アミュージアムの始まりとなった。

③メディアミュージアム
の常設展の形成

⑤現在から未来へ記憶を伝える
メディアミュージアム

　2001 年に情報メディアユニオン〈ULIS〉
を竣工した。その１階部に図書館２階の吹
き抜けで行われていた博物館的機能を移す
形で、展示コーナーが設置され、「メディ
アミュージアム」が誕生した。当時は、図
書館情報大学開学 20 周年、「図書館学校」
創基 80 周年記念事業の展示会で展示され
た資料を移管し、展示する形で常設展示が
行われていた。

▲現在の情報メディアユニオン〈ULIS〉

　図書館情報大学時代から多くの出来事
を経て現在の「メディアミュージアム」
は成り立っている。昨年、2021 年には
ついに「図書館学校」創基 100 周年を迎
え、新たな節目の年を迎えた。過去から
現在に至るまでの記録メディアの歴史と
ともに、知識情報・図書館学類の新たな
歩みを未来へと繋げる重要な役割を今後
も担っていくだろう。

▲学校史と前身校アーカイブズの展示全体の様子

④前身校アーカイブズの成果を展示
　2014 年に前身校（文部省図書館員教習
所、帝国図書館附属図書館職員養成所、
図書館短期大学、図書館情報大学）の関
係資料を総合的に解明することを目的と
する「21 世紀図書館情報専門職養成研究
基盤アーカイブ」プロジェクトが行われ
た。その成果を公表する場としてメディ
アミュージアムでの展示が行われた。現
在でも「つくばリポジトリ」で活動の内
容を確認することができる。

図情図書館が所有する貴重な資料
　メディアミュージアム第１部「メディアの発展、古代から現代へ」では、知識生が必ず学ぶ記録メディ
アの歴史を、図情図書館が所有する資料を通して学ぶことができる。資料の中には世界史で最初に出て
くるエジプト文明のパピルスや、中国文明の甲骨文などがあり、各時代の主要な記録メディアの特性を
活かして目の前で展示している。知識生には必見の所蔵品ばかりである。

前身校についてまとめられた貴重なアーカイブズ
　第２部では「知識情報と図書館の学び舎」として、前身校（文部省図書館員教習所、帝国図書館附属図
書館職員養成所、図書館短期大学、図書館情報大学）の関係資料をまとめた「21 世紀図書館情報専門職養
成研究基盤アーカイブ」プロジェクトの成果物を現在も展示・公開している。このプロジェクトによって
知識情報・図書館学類の歩みとともに、図書館情報学を教育史・図書館専門職史・日本の図書館界の動向
といった点から多角的に振り返ることのできる、貴重なアーカイブズとなっている。

企画展示を彩る
メディアミュージアムのもう一つの顔

過去に開催した企画展示

　メディアミュージアムには、時井真紀先生が監修
している「電子展示」がある。この電子展示の取り
組みは、図書館情報大学時代から続く機関「知的コ
ミュニティ基盤研究センター」での活動を契機に始
まったものだが、2018 年に「源氏絵」をテーマにし
た展示を始めとして、時井先生が引継ぎ、現在に至っ
た。現在は綿抜豊昭先生の研究室で所蔵している資
料をもとに企画展示を行い、その内容を電子展示と
してまとめている。人文系の資料と人、デジタル技
術を結びつけることで、そこにある資料を活用でき
るだけではなく、新しい視点やものを生み出す、文
理の枠組みに縛られない自由な展示となっている。

わたしの大切な書物 ~蔵書票の視点から歴史に触れる~
　2022 年  7 月 11 日 ( 月 ) ～ 11月 25日 ( 金 )

・能順と連歌
　小松市立博物館・図書館情報メディア系共催企画
・暦を読む
・江戸の Advertising  ~ 江戸絵を楽しむ~
・明治の錦絵にみる笑いと風物
・筑波山と文学

　「図書館学校」創基 80 周年記念事業の展
示会をふまえ、2011 年に「図書館学校」
90 周年記念事業の展示会が開催された。企
画準備中には東日本大震災に見舞われ、企
画がストップする事態も起きたが、その後
再開し、10 月に展示を行った。当時、現在
のユニオン講義室辺りにあった展示スペー
スを入口自動ドア前に移動させ、今の位置
になった。また、展示内容は「80 周年の成
果を引き継いだ、図情図書館の所蔵資料を
中心とする情報メディアの歴史展示」（第 1
部）と、「図書館短期大学時代以来の思い
出写真のパネルと記念品類の展示」（第2部）
の 2 部構成で行われた。終了後は展示の大
きさを半分に縮小し、第 1 部を常設展とし
て形成するとともに、現在の形になった。

電子展示  展示資料紹介のサイト▶
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Let’ s  Enjoy 

The Radio!!!

みなさんはどんな趣味をお持ちですか？ちなみに筆者は物事が
なかなか継続しないため、趣味を持つことが難しいです…
そんな私でも細々と続けられている趣味の 1つがラジオを聴く
ことです！大学入学後から本格的にその魅力に惹かれて、沼に
ハマっております。この魅力をみなさんにも知ってほしい！！
さあ、皆さんでラジオを楽しみましょう！ ( 担当：鐵見 )

In what situations do you listen to the radio?

・家事をしながら

　料理、洗濯、掃除などなにかと億劫な家事ですが、ラジオ　
　を聴くことで、楽しみながらこなすことができます。授業、　
　課題、サークルなどで疲れていても、楽しい時間に早変わり
　してしまうのでおすすめです！

・眠る前

　言わずもがなラジオは音だけのメディアであるので、目を閉じ
　ても楽しむことができます。目を閉じることで視界情報が遮断
　され、より想像を膨らませて話を聞くことができるという効果
　もあります。安眠効果も期待できます。

・運転しながら

　車で通勤・通学・帰宅中にラジオを聴
　くことをルーティンにしている方もい
　らっしゃると思います。毎日同時刻に
　放送されているラジオ番組も多いた　
　め、ルーティンとすることラジオが心
　の支えとなってくれるかもしれませ　
　ん。筆者は自分で運転はしないですが、
　両親が運転してくれる車内でよく聞い
　ていました。
　

My favorite radio show!

おしゃべり型ラジオ読書型ラジオリスニング型ラジオ

What do you use to listen to the radio?

ラジカセ

昔懐かしい方法。少数派とは思いますが、筆者は
高校までこの方法で聴いていました。時々起こる
電波の不具合も味があります。なにより電波でつ
ながっている感覚が癖になるかもしれません。

ラジオアプリ
「radiko」「NHK らじおらじるらじる」などラジオアプリ
を利用することで、スマートフォンからラジオを聴くこ
とができます。大きな特徴はリアルタイムでなくとも「聴
き逃しサービス」でいつでもどこでもラジオを楽しむこ
とができる点です。筆者は大学入学後、これらのアプリ
にお世話になっています。
またアプリによっては有料会員登録を行うことで、地方
の番組を聴くことも可能です。

ポッドキャスト

iPhone の「ポッドキャスト」や音楽配信サービスか
らポッドキャストとしてラジオを聴くこともできま
す。最近ではポッドキャストオリジナルコンテンツ
も増加しているため、選択肢は広がっています。ま
たポッドキャストを用いて自らコンテンツを作って
発信することも可能です！ぜひ自分のラジオ番組を
つくってみてください！

読書とラジオは「他者の言葉や世界観を自
分の中に取り込む」という点で似ていると
言えます。読書好きが多い知識生ならラジ
オの魅力に惹かれる方も多いはず！
この記事を機会に一緒にラジオを楽しむ方
が増えてくれれば幸いです！

音楽を紹介する番組では、今
流行りの曲から昔の流行歌ま
で幅広い年代の音楽と出会う
ことができます。個人的には
クラシックを紹介する番組が

お気に入りです！
またリスニング型として英会
話番組も挙げられます。継続
して聴くことで確実に英語力
を身に付けることができるは

ず！

おすすめの本や、今話題に
なっている社会問題に照ら
し合わせた本を紹介する番
組もあります。本の中のワ
ンフレーズを読み上げてく
ださると、言葉の重みを耳
から感じることができます。
ラジオを通して読書を共有
しているような気分になる

ことができます。

何気ない話に癒されたり、あ
る言葉が心に刺さったりと素
敵な出会いがたくさんできま
す。話のスペシャリストであ
る芸人さんのラジオが特にお
すすめですが、最近ではテレ
ビプロデューサーや作家さん
など、様々な方がパーソナリ
ティを務められており、ラジ
オを通して、より広い世界を
知ることができます。

どんなときにラジオを聞く？

お気に入りのラジオ番組！

何を使ってラジオを聞く？
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ゲ
ー
ム
と
い
う
表
現
方
法

　
老
若
男
女
、幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
、

色
褪
せ
る
こ
と
の
な
い
娯
楽
、そ
れ
が

ゲ
ー
ム
で
あ
る
。中
で
も
ゲ
ー
ム
機
や

パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た

い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
は
今
や
一

大
市
場
と
な
っ
た
。今
回
は
小
説・漫

画・映
像
作
品
に
は
な
い『
ゲ
ー
ム
』だ

か
ら
こ
そ
の
魅
力
や
、そ
こ
か
ら
み
え

る
ゲ
ー
ム
の
テ
ク
ス
ト
性
に
つ
い
て
深

め
つ
つ
、ゲ
ー
ム
と
い
う
も
の
を
今
一
度

考
え
直
し
て
み
た
い
。。

　
ま
ず
著
者
の
考
え
と
し
て
、「
ゲ
ー
ム

は
遊
び
で
は
な
く
表
現
方
法
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。表
現
し
た
い
こ

と
を
し
よ
う
と
し
た
ら
、ゲ
ー
ム
が

ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。同
作
品
を
小
説
、漫
画
、映
像
作

品
と
い
っ
た
多
岐
の
媒
体
で
展
開
す
る

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
作
品
が
近
年
の
主

流
だ
が
、ゲ
ー
ム
は
良
か
っ
た
け
ど
ア

ニ
メ
は
微
妙
、と
い
っ
た
よ
う
に
表
現

方
法
に
は
得
手
不
得
手
が
あ
る
も
の

だ
。
　
今
回
は
ゲ
ー
ム
が
持
つ
四
つ
の
要
素

を
取
り
上
げ
、ゲ
ー
ム
と
い
う
表
現
の

優
位
性
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
性
を
紹
介

し
て
い
く

※

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
関
連
す
る
作
品
名
を

提
示
す
る
が
、詳
細
な
説
明
は
ネ
タ
バ

レ
を
避
け
る
た
め
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
　

　

            

テ
キ
ス
ト
は
い
た
る
と
こ
ろ
に

　
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、文
字
の
情
報
は
欠

か
せ
な
い
。ジ
ャ
ン
ル
に
も
よ
る
が
、ゲ
ー
ム
の
テ
キ

ス
ト
量
は
映
画
に
比
べ
て
多
い
が
小
説
よ
り
は
少

な
い
。言
い
換
え
れ
ば
、詳
細
な
動
作
模
写
は
テ
ク

ス
ト
に
任
せ
つ
つ
、大
ま
か
な
動
作
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
動
き
で
表
現
す
る
、と
い
っ
た
効
率
性
重
視

の
表
現
法
と
い
え
る（
昨
今
は
映
画
や
実
写
と
見
間

違
え
る
ほ
ど
の
ゲ
ー
ム
が
増
え
た
が
）。こ
こ
で

ゲ
ー
ム
内
で
登
場
す
る
テ
キ
ス
ト
の
種
類
を
考
え

て
み
る
。

　　
１
．操
作
説
明
書・チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

　
ゲ
ー
ム
開
始
後
最
初
に
で
あ
う
テ
キ
ス
ト
は
操

作
説
明
だ
。こ
の
ゲ
ー
ム
が
ど
う
い
っ
た
操
作
技
術

を
求
め
る
の
か
直
感
的
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
教
え
て

く
れ
る
。一
方
で
慣
れ
た
人
ほ
ど
無
視
さ
れ
が
ち
な

操
作
説
明
だ
か
ら
こ
そ
、こ
だ
わ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ゲ
ー
ム
も
多
く
あ
る
。

　
☆　
『
夜
廻
』『
グ
ノ
ー
シ
ア
』

　　
２
．フ
レ
ー
バ
ー
テ
キ
ス
ト・会
話

　
フ
レ
ー
バ
ー
テ
キ
ス
ト
と
は
、本
編
に
直
接
関
係

の
な
い
テ
キ
ス
ト
を
指
し
、主
に
ア
イ
テ
ム
や
敵
の

解
説
文
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト

の
役
割
は
攻
略
補
助
と
世
界
観
補
強
だ
。「
○
○
は

×
×

が
弱
点
」と
い
う
攻
略
に
重
要
な
情
報
が
あ
れ

ば
、「
こ
の
武
器
は
昔
△
△
が
愛
用
し
て
い
た
」と
い

う
フ
レ
ー
バ
ー
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

　
ま
た
R
P
G
に
欠
か
せ
な
い
要
素
が
住
民
と
の

会
話
で
あ
る
。フ
レ
ー
バ
ー
テ
キ
ス
ト
同
様
、ス
ト

　

　

                

操
作
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
登
場
人
物
を
操
作
で
き
る
と
い

う
特
性
は
、他
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ま
ず
見
ら
れ
な

い
。と
は
い
え
現
実
世
界
の
よ
う
に
自
由
に
動
け
る

わ
け
で
も
な
く
、ゲ
ー
ム
側
に
設
定
さ
れ
た
動
作
の

み
許
さ
れ
て
い
る
。こ
の
不
自
由
な
自
由
が
ゲ
ー
ム

の
基
本
的
な
制
約
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、ゲ
ー
ム
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
間
の

主
体
的
な
関
係
性
は
、ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
に
多
様

性
を
持
た
せ
て
い
る
。例
え
ば
、多
分
岐
、複
数
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
自
然
に
搭
載
で
き
、そ
れ
を
主
人
公
＝

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
選
択
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
変
換

で
き
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
を
逆
手
に
取
る
こ
と
も
可
能

だ
。例
え
ば
主
人
公
≠
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
い
う
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
外
在
化
、プ
レ
イ
ヤ
ー
が
突
如
と
し
て
操
作

不
能
と
な
る
不
自
由
の
押
し
付
け
、操
作
方
法
や

ゲ
ー
ム
シ
ス
テ
ム
を
変
化
さ
せ
る
ジ
ャ
ン
ル
変
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
操
作
が
で
き
る
」と
い
う
行
為
一
つ
に
お
い
て

も
、様
々
な
ゲ
ー
ム
体
験
を
提
供
で
き
る
こ
と
は
、

ゲ
ー
ム
と
い
う
表
現
方
法
の
魅
力
だ
。

　
☆　
『
ア
ン
リ
ア
ル
ラ
イ
フ
』

　
　
『
I
n
s
c
r
y
p
t
i
o
n
』

　

　

              

音
と
い
う
情
報

　
B
G
M
や
環
境
音
、S
E
と
い
っ
た
音
も

ゲ
ー
ム
を
彩
る
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　
B
G
M
は
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
中
に
幾
度
と
な

く
聞
く
こ
と
に
な
る
。B
G
M
単
体
で
も
楽

し
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、何
度
聞
い

て
も
ス
ト
レ
ス
フ
ル
に
な
ら
な
い
こ
と
も
重

要
だ
。ま
た
プ
レ
イ
中
の
で
き
ご
と
と

B
G
M
は
深
く
関
係
し
て
い
る
た
め
、

B
G
M
は
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
、心
身
に

刻
み
込
ま
れ
る
。

　
環
境
音
は
電
車
の
音
や
小
鳥
の
さ
え
ず
り

と
い
っ
た
外
部
の
ア
ク
シ
ョ
ン
音
を
指
す
。こ

れ
ら
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
没
入
感
を
支
え
る
大

事
な
要
素
だ
。

　
一
方
で
S
E
は
多
く
の
場
合
、プ
レ
イ
ヤ
ー

の
ア
ク
シ
ョ
ン
音
に
あ
た
る
。例
え
ば
剣
を
振

る
音
や
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
音
で
あ
る
。こ
れ

ら
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ボ
タ
ン
入
力
補
助
や
快

適
性
に
一
役
買
う
。ほ
と
ん
ど
の
場
面
に
お
い

て
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
作
と
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
の
操
作
は
別
物
で
あ
る
た
め
、行
動

が
完
了
し
た
、と
い
う
情
報
を
得
る
に
は

ゲ
ー
ム
側
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
。攻
撃
の
ヒ
ッ
ト
音
や
ア
イ
テ
ム

の
ゲ
ッ
ト
音
に
よ
っ
て
足
り
な
い
触
覚
の
補

強
を
し
て
い
る
の
だ（
近
年
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
の
振
動
さ
せ
る
こ
と
も
）。加
え
て
、ア

ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
は「
気
持
ち
よ
さ
」も
重

要
な
バ
ロ
メ
ー
タ
に
な
る
。F
P
S
で
の

K
i
l
l
確
定
音
な
ど
の
S
E
は
、精
神
的

負
荷
の
大
き
い
対
戦
ゲ
ー
ム
を
和
ら
げ
、さ

ら
な
る
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
を
促
す
。

　
☆　
『DARK SOULS

』『Splatoon

』

　

           

ゲ
ー
ム
か
ら
広
が
る
世
界

　
最
後
に
、ゲ
ー
ム
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
。

　
好
み
の
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ル
が
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
れ
ば
、ゲ
ー
ム
の
楽
し
み
方
も
人
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
。プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ゲ
ー
ム
側
が
設

定
し
た『
ク
リ
ア
』を
目
標
に
す
る
が
、そ
の

過
程
ま
で
は
縛
ら
れ
な
い
し
、そ
れ
以
外
の

目
標
も
自
分
で
設
定
可
能
だ
。

　
遊
び
方
の
例
と
し
て
ま
ず
は
収
集
が
挙

げ
ら
れ
る
。ト
ロ
フ
ィ
ー
の
コ
ン
プ
リ
ー
ト

（
S
T
E
A
M
や
P
S
の
実
績
。特
定
の
条

件
を
達
成
す
る
と
称
号
が
も
ら
え
る
）を
目

指
す
人
も
い
れ
ば
、全
ア
イ
テ
ム
の
収
集
を

目
指
す
人
も
い
る
。

　
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
対
戦
や
協
力
プ
レ
イ

に
熱
中
す
る
人
も
い
る
。対
戦
に
勝
つ
た
め

に
、ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

操
作
能
力
を
磨
き
、育
成
ゲ
ー
ム
で
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
厳
選
や
ダ
ン
ジ
ョ
ン
周
回
に
熱
意

を
投
じ
る
。

　
ゲ
ー
ム
側
が
用
意
し
て
い
な
い
遊
び
方

を
極
め
る
人
も
い
る
。R
T
A（
リ
ア
ル
タ

イ
ム
ア
タ
ッ
ク
）で
は
ゲ
ー
ム
開
始
か
ら
ク

リ
ア
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
。

　
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
楽
し
み
が
あ
れ

ば
、視
聴
す
る
楽
し
み
も
あ
る
。動
画・ラ
イ

ブ
で
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
を
配
信
す
る「
ゲ
ー
ム

実
況
」と
い
う
文
化
は
、動
画
配
信
黎
明
期

か
ら
存
在
す
る
。配
信
者
と
視
聴
者
が
同
じ

空
間
で
同
じ
ゲ
ー
ム
体
験
が
で
き
る
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、既
プ
レ
イ
ヤ
ー・未
プ
レ
イ

ヤ
ー
問
わ
ず
人
気
だ
。未
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
新

た
な
ゲ
ー
ム
に
出
逢
う
こ
と
が
で
き
、

　
☆　
用
語・出
典
作
品
解
説

B
G
M
：
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

S
E
：
サ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト・効
果
音

F
P
S
：
一
人
称
視
点
の
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム

R
P
G
：
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
人
と
し
て
冒
険（
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
）す
る
ゲ
ー
ム

S
T
E
A
M
：
P
C
用
ゲ
ー
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
。商
業
作
品
以
外
に
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
も
扱
う
。

T
w
i
t
c
h
：
P
C
ゲ
ー
ム
に
特
化
し
た
、

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

E
V
O
：（
E
v
o
l
u
t
i
o
n 

C
h
a
m
p
i-

o
n
s
h
i
p 

S
e
r
i
e
s
）

対
戦
型
格
闘
ゲ
ー
ム
の
e-

s
p
o
r
t
s
大
会
の
一

つ
。

夜
廻（
日
本
一
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）：
少
女
が
夜
の
街
を
探

索
す
る
ホ
ラ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
。

グ
ノ
ー
シ
ア（
プ
チ
デ
ポ
ッ
ト
）：
一
人
用
S
F
人
狼
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
R
P
G
。

ア
ン
リ
ア
ル
ラ
イ
フ（
h
a
k
o
生
活
）：
ピ
ク
セ
ル

ア
ー
ト
調
の
謎
解
き
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。

I
n
s
c
r
y
p
t
i
o
n（
D
a
n
i
e
l 

M
u
l
l
i
n
s 

G
a
m
e
s
）：
ロ
ー
グ
ラ
イ
ク

（
ダ
ン
ジ
ョ
ン
探
索
型
）カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。

D
A
R
K
S
O
U
L
S（
フ
ロ
ム・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）：

高
難
度
ア
ク
シ
ョ
ン
R
P
G
。死
に
ゲ
ー
。

S
p
l
a
t
o
o
n（
任
天
堂
）：
イ
ン
ク
を
撃
ち
合

い
三
人
称
視
点
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

ー
リ
ー
に
無
関
係
な
会
話
も
多
い
が
、世
界
観
の
説

明
や
町・村
の
概
要
を
端
的
に
説
明
で
き
る
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。

　
ゲ
ー
ム
を
彩
る
テ
キ
ス
ト
は
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け

に
縛
ら
れ
な
い
。様
々
な
テ
キ
ス
ト
を
渡
り
歩
く
こ

と
も
ま
た
ゲ
ー
ム
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

既
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
先
述
の
よ
う
な
、自
分
と
は

異
な
る
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
の
追
体
験
が
可
能
と

な
る
。ま
た
ゲ
ー
ム
会
社
に
と
っ
て
、ゲ
ー
ム
実

況
は
販
売
数
を
下
げ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
、配
信
が
ゲ
ー
ム
の
広
告
と
し
て
機
能
し
、

グ
ッ
ズ
販
売
に
つ
な
げ
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
存

在
す
る
た
め
、各
社
が
ル
ー
ル
を
設
け
つ
つ

ゲ
ー
ム
配
信
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。（
売
上
貢
献
の
た
め
に
も
ゲ
ー
ム
実
況
で

出
逢
っ
た
ゲ
ー
ム
は
で
き
る
だ
け
購
入
す
る
よ

う
に
し
た
い
。）

　
近
年
は
e-

S
p
o
r
t
s
も
ト
レ
ン
ド
だ
。

FPS

や
格
闘
ゲ
ー
ム
は
高
度
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

操
作
技
術
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、プ
ロ
の
ゲ
ー

ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
の
戦
い
は
、そ
れ
だ
け
で

一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、ゲ
ー
ム
は
自
分
な
り
の
楽
し

み
方
を
見
つ
け
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
な
の
で
あ

る
。
　
☆　
「
T
w
i
t
c
h
」「
E
V
O
」

　　
最
初
に
提
示
し
た
通
り
、ゲ
ー
ム
は
表
現
方

法
で
あ
る
か
ら
、本
の
ジ
ャ
ン
ル
に
好
き
嫌
い

が
あ
る
よ
う
に
、ゲ
ー
ム
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
好

き
嫌
い
が
あ
る
。以
下
に
は
本
文
で
使
わ
れ
て

い
る
専
門
用
語
の
簡
単
な
解
説
に
加
え
、関
連

す
る
ゲ
ー
ム
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。こ

れ
ら
の
ゲ
ー
ム
は
ジ
ャ
ン
ル
も
商
業・イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
。惹
か
れ
た
ゲ
ー
ム

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
プ
レ
イ
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

ゲーム
しませんか？

（担当：田中）



児童文学あれこれ
( 担当：小松 )

　「児童文学」と聞いて皆さんは何を思い浮かべるだろうか。幼い頃に読み聞かせてもらった絵本、小学校の図書室、
夢中で読んだファンタジー…。読書好きな人には「児童文学こそ私の原点」という感覚の人も少なくないのではない
だろうか。かくいう筆者もその一人である。優しくキラキラした世界を思い浮かべ、懐かしく温かい気持ちになる。
　しかし、私たちも気づけば「子ども」から「大人」になり、児童文学に触れる機会も少なくなってしまった。
今回は懐かしき児童文学の世界をもう一度覗きに行こう。

作品紹介
『星の王子さま』

サン＝テグジュペリ / 著
河野万里子 / 訳　新潮社

大人向けに書かれたものが児童文学として
愛されるようになった作品の 1 つ。

年齢を重ねてから読み直すのも
新たな発見があって面白い。

『おおきなかぶ　ロシアの昔話』
A・トルストイ / 再話　内田莉莎子 / 訳

佐藤忠良 / 画　福音館書店

昔から伝わる作品の１つ。
国語の教科書にも載っていた作品。

イラストが印象的。

『かいけつゾロリつかまる！！』
原ゆたか / 作・絵　ポプラ社

まじめにふまじめな子供たちのヒーロー。
実はもう３０年以上続く大人気シリーズだ。

小学校の図書室で借りて読んだ人も多いのでは。

　筑波大学図書館情報学図書館（以下、図情図書館）1 階に多くの児童図書が置かれていることはご存じだろうか。
書架を眺めるだけでも、教科書に載っていた作品や幼い頃に読んでいた作品が散見され、懐かしい気持ちになる。
しかし、なぜ図情図書館にこれほど多くの児童図書が蔵書されているのだろうか。
　そのルーツは前身の図書館情報大学に遡る。

図書館情報学図書館の歴史

図情図書館 1 階奥の児童書架。
図書館情報大学から受け継いだ絵本たちがずらり。

お話しルームの様子。
ここには図鑑や紙芝居、知識科学の絵本などが置かれている。
令和 4 年 11 月現在、新型コロナ感染対策のため利用停止中。

　そもそも「児童文学」とは何だろうか。その定義ははっきりと決められているわけではない。まずは文字通り「児童向けの文
学作品」と解釈して問題はないだろう。もう少し踏み込むならば、最も一般的な定義は「子供を読者対象にして書かれた文学」
である。わかりやすく、おもしろく、教育的な内容のものが多い。児童文学と聞いてパッと思い浮かぶイメージと近いのではな
いだろうか。しかし、この定義が全ての児童文学に当てはまるわけではない。初めから子供をターゲットにしていない作品や、
昔話のように古くから口伝えで伝わったものもある。このように児童文学を定義づけることはとても難しいのだ。
　ちなみに日本十進分類法では、「9. 文学」の下に「909 児童文学研究」、またそこから「909.1 児童詩 . 童謡」、「909.2 児童劇 .
童話劇」、「909.3 童話」と分類されている。児童文学作品は、各言語の文学または「908. 叢書 . 全集 . 選集」の下に収められる。

　我らが筑波大学情報学群知識情報・図書館学類は、2002 年に「図書館情報大学」と筑波大学が統合したことにより誕生した（設
置当時は図書館情報専門学群）。現在の図情図書館も統合する以前は「図書館情報大学附属図書館」であった。図書館情報大学は、
図書館学と情報学を融合した図書館情報学に関する理論と技術について教育研究を行う国立大学として発足した。附属図書館には、
図書館情報学の教育研究を実地に実施・検証するシミュレーションの場としての機能が与えられた。その一つが公開図書室である。
公開図書室は、学生等により演習・実習の場として使われながら、当時公共図書館の無かったつくば市の地域住民に公開されてきた。
しかし、つくば市立図書館が開館したこともあり、1990 年に閉室した。公開図書室にあった児童図書部門は児童書室などに移され、
現在も児童図書コーナーおよびお話しルームに残っている。
　このような経緯で図情図書館に多くの児童図書が置かれるようになった。図情図書館における児童書の蔵書数は、旧児童書室の図
書約 10,992 冊、090 分類の児童書訳 4,827 冊、合わせて約 15,749 冊に上る。

参考資料
・横谷輝ほか . “児童文学とはなにか” . 児童文学読本 . 日本児童文学者協会編 . 株式会社すばる書房 , 1977, p.236-243,
 ( すばる児童文学研究 ). 『日本児童文学』別冊 (1975 年刊 ) の複製改題 児童文学研究書解題 :p307 ～ 325.
・“909　児童文学研究” . NDC Navi　日本十進分類法 10 版 . 
http://jasmine.media.osaka-cu.ac.jp/ndc_navi10/909/3/A , ( 参照 2022-11-26).
・新潮社 . “書籍詳細：星の王子さま” . 新潮社 . https://www.shinchosha.co.jp/book/212204/ , ( 参照 2022-11-30).
・福音館書店 . “おおきなかぶ” . 福音館書店 . https://www.fukuinkan.co.jp/book/?id=51 , ( 参照 2022-11-30).
・ポプラ社 . “かいけつゾロリつかまる！！” . ポプラ社 . https://www.poplar.co.jp/book/search/result/archive/5950104.html , ( 参照 2022-11-30).
・ポプラ社 . “かいけつゾロリシリーズ” . かいけつゾロリオフィシャルサイト .
 https://www.poplar.co.jp/book/series/zorori/ , ( 参照 2022-11-26).
・田中成直 . 筑波大学附属図書館 : ―図書館情報学図書館の概要―. 大学図書館案内 . 2003, 45(10), p.712-714.
 https://doi.org/10.1241/johokanri.45.712 , ( 参照 2022-11-26).
・薬袋秀樹．公開図書室の 1365 日．図書館情報大学附属図書館報．7（1），1991，p.4
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雙峰祭 2022
　「雙峰祭（そうほうさい）」とは筑波大学の学園祭である。これまで毎年秋に行
われてきたが、感染症対策の観点から近年は開催が見送られてきた。
　しかし今年は、3年ぶりの雙峰祭が 11 月 5日 ( 土 )、6日 ( 日 )の 2日にわたっ
て開催された。48回目となる雙峰祭の今年のテーマは「Invigorate The Festival!!」。
これは「祭りを盛り上げろ !!」という意味であり、長い年月を経て帰ってきた雙
峰祭を再び盛り上げようという熱い思いが込められている。
　企画としては、飲食や物品の模擬店、研究室や学生団体による研究紹介、教室
やステージでのパフォーマンスなど、団体ごとにそれぞれ趣向を凝らした催しを
行っていた。開催エリアは体育・芸術エリア、第 1エリア、第 2エリア、第 3
エリア一帯。学内には 2つのステージが用意され、100 を超える企画が行われた。
自転車やバスでの移動は当たり前の広大なキャンパスは筑波大学の魅力の一つで
あるが、企画もその広い敷地を生かしたものとなった。ちなみに私たち知識情報・
図書館学類誌MILK も、体芸エリア 5C409 教室にて企画を実施した。
　これら対面企画のほか、パフォーマンスの動画配信、オンラインでの物品販売
といったオンライン企画も用意され、来場せずとも学園祭気分を楽しめるように
なった。
　3年の時を経てつくばの地に帰ってきた雙峰祭。活気を取り戻し、新たな魅力
が生まれることとなった。対面企画への参加やステージ発表の観覧には事前予約
が必要であるといった制約はあったものの、一般客を含めた多くの人が来場し、
大盛況となった。

雙峰祭を振り返って
　雙峰祭を終えてから、MILK 編集部員で今回の企画展示を振り返った。今回のMILK の企
画には、klis の OB、OGや受験生をはじめとして、300 人以上の人にお越しいただいた。
来場者からは、MILK や klis についての質問も多くいただいたが、編集部員の知識がまだま
だ未熟だった。また、今回の企画には、外国人の方や障がいのある方も来てくださったが、
その方への対応をうまくできなかった。そのため来年以降は、その方々への対応をしっかり
と考えていく必要がある。これらに加えて来年は、来場者アンケートの実施や絵本展示、物
品販売をしたら面白いのではないかという意見が出た。また、他学類の方にも興味を持って
もらえるような工夫も必要である。
これらの意見を活かして、来年も来場者により楽しんでもらえるような企画を開催したい。
来てくださった皆様、ありがとうございました！

MILK バックナンバーの配布
　普段は 7B棟学生用掲示板前にて最新号を配布しているMILK。記事制作やミーティングと
いった活動の拠点も主に春日エリアである。しかし雙峰祭では、春日エリアに眠る大量のバッ
クナンバーを体芸エリアまでお引越し。最新号はもちろん、創刊当初のMILK までもが卓上
にずらりと並んだ。ホームページで過去の号の閲覧はできるものの、MILK1 号の実物を見る
のは筆者も初めて。来場いただいた方には実物を手に取って、気になった記事が掲載されて
いるものを無料でお渡しした。過去の号が手に入る数少ない機会とあって、中にはバックナ
ンバーの配布を目当てにいらっしゃったという方も。たくさんの方にご覧いただきたいとい
う思いから冊子は多めに用意したが、予想以上の盛況ぶりに編集部員一同も驚きの声を上げ
ていた。部員にとっても、他の学類の方、学外の方にMILK の活動を知っていただける貴重
な機会となった。

企画展示～MILK の本棚～　
　今回の雙峰祭で、MILK は「MILK の本棚」という展示企画を行った。企画のコンセ
プトは、「本棚を通じて人を知る。」である。編集部員がお気に入りの本を選んで本棚
を作り、さらに、自分が選んだ本、なぜこの本たちを選んだのかについての説明文、
本の POP、目録、過去に執筆した記事を展示した。
　この展示企画の背景には、1年次に受講した「知識情報概論」で学んだ「テキスト空間」
がある。読書や勉強はもちろん、今までに自分が学んだ知識や経験が、その人自身の
世界の一部になる。編集部員が今までどのような本を読んできてテキスト空間を作っ
てきたのか、どのような本たちがその人を形作ってきたのかを知ることができる klis
らしい企画となった。
　来てくださった方が編集部員の興味や考えを知り、テキスト空間を想像することで
共感したり、楽しんだりしていただけるように企画を練っていった。当日は本と POP
の展示が好評で、コンセプトが良いと褒めてくださった方もいた。また、知っている
本について話に花を咲かせてくれている方や、過去に掲載した記事の展示をよく見て
くれる方がいらっしゃった。このような来場者の様子を見て、編集部員一同、とても
嬉しく、達成感があった。
　今回の企画は、編集部員自身も、自分の好きなものや、今までどのような本を読ん
できたのか、本が自分の考えや興味に与える影響の大きさなど、自分自身を振り返る
良い機会となった。　

11 月 5日、6日に、雙峰祭が 3年ぶりに対面で開催されました。今年の雙峰祭で、
MILK 編集部が行った企画についてご紹介したいと思います！ ( 担当：大橋・岸岡 )
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帰ってきた雙峰祭！




